
 

岳 風 
＜ 学 校 教 育 目 標 ＞ 

・生活の向上に役立つ学力を身につけよう 

・人と自然を思いやる心を持とう 

・強い身体と正しい心で結び合おう 
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2学期もよろしくお願いいたします！ 

校長 成 瀬 剛 慈 

長い夏休みが終了しました。依然として、新型コロナウイルス

感染者の増加傾向は続き、影響は色濃く残りますが、２学期も感

染症対策を講じた上で、なるべく通常に近い形で教育活動を継続

していきたいと考えております。 

さて、１学期学校評価アンケートでは、ここ数年来の傾向であ

る①家庭学習の充実②読書活動の活発化という課題が明らかとな

りました。 

①については２学期始業式で、それぞれの生徒が自分に合っ

た、自分の力になる家庭学習の方法を教科担任の先生に相談する

よう呼びかけました。さらに、今年度から始まっている放課後学

習の活用を積極的に進めてもらいたいと思います。 

②については夏休みの７月２７日～２９日にボランティアの

方々に、図書室の整備をしていただきました。私も少しだけお手

伝いをさせていただきましたが、すべての本を棚から降ろし、本

を見やすくするために分類し直す大変な作業でした。そのおかげ

で落ち着いて本を読む環境が整ってきました。さらに昨年度より

一人一台タブレット端末が保障されたため、利用機会が少なくな

っていたコンピュータ室も本を読んだり、学習したりするスペー

スとして生まれ変わりました。以前テレビを見ていたら、旅行の

ガイドブックを作っている編集者が「ある場所に初めて行く人

が、ネットで情報を得ようとすると 100～1000 のサイトにア

クセスしなければならず、数十時間かかる。」という話をしてい

ました。まだまだ紙の本の力は強いようです。生徒の皆さんには

図書室のリニューアルを機に、積極的に本に親しんでもらいたい

と思います。 

また、２学期始業式では、給食の残食量改善についての話をし

ました。本校では平均毎日４０パックの牛乳がそのまま戻され、

おかずは日により異なるものの、半分近く残って給食センターに

戻ってくることも多く、やはり野菜中心のおかずは残食傾向があ

るとのことでした。食べ物についての感謝はもちろん、食事を提

供するために働いてくれている人に感謝して、一人一人ができる

ことから始めましょう。 

新学期が始まり最初の大きな行事である文化祭を1ヶ月後に控

え、生徒の生き生きとした姿が見られることになると思います。 

今学期も保護者・地域の方々のご協力をお願いいたします。 

 

弟子屈界隈③ 

恒例の摩周湖農業祭が中止となってしまいましたが、何年か前の農業祭で、全国的に名高い翁達磨グループの高橋

邦弘さんのおそばをいただく機会がありました。長蛇の列に並んでおかわりまでしました。NHKの「プロフェッショ

ナル」という番組でも取り上げられた高橋氏は摩周そばがお気に入りで、例年お世話になっている弟子屈町にお礼の

意味も込めて参加していらっしゃるとのことでした。最近はご高齢のため来られていないようですが、全国的な名店

に認められている摩周そばが誇らしいです。今年も新そばが待ち遠しいです。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 学期末、学校評価アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。集計結果がまとまりましたので、お知らせいたしま

す。アンケート結果につきましては、今後の教育活動の改善につなげてまいります。 

＜そう思う：4点 ややそう思う：3点 あまりそう思わない：2点 そう思わない：1点＞ 

＜成果＞ 

○ 「１．授業づくり」や「２．学習規律の指導」、「３．生徒のよさを認め励ます指導」について、高い評価をいただいています。 

○ 「８．地域人材や施設の活用した体験的な学習やふるさと教育」について、高い評価をいただいています。 

○ 生徒の「17．いじめはどのような理由があっても絶対に許されない」という意識が高くなっています。 

＜課題＞ 

● 「４．体力の向上」、「６．いじめの未然防止・早期発見」、「７．進路や職業についての情報提供」、「９．保護者や地域への情報発

信」について 

→ 体力向上の取組、生徒に寄り添った教育相談の充実、生徒の実態に即した進路情報について、より積極的に発信してまいります。 

● 「11．正しい言葉遣いや TPOをわきまえた態度・行動」について 

→ 学校でも日頃から正しい言葉遣いや礼儀について指導を続けますので、ご家庭でもご指導をよろしくお願いいたします。 

● 「13．家庭学習への取組」について 

→ 家庭で学習する内容や取り組み方を明確にアドバイスするなど、家庭での学習が効果のあるものとなるよう努めます。また、1

学期に引き続き、放課後自主学習の時間を設定し、積極的な参加を促していきます。 

● 「14．読書時間」について 

→ 1 学期後半から学習委員会が中心となり、朝読書活動を開始しました。また、夏休み中、図書ボランティアの方に、図書コーナ

ーを整備していただきました。読書の環境を整えておりますので、ご家庭でもお声かけをお願いします。 

● 「22．家庭でのゲームやスマホなどデジタル機器の使用ルール」について 

→ 情報モラル教室やタブレット端末使用のルールについての生徒アンケートを実施し、生徒自身で使用方法について考える活動を

行っています。デジタル機器は有効活用ができる反面、SNS 上での個人への誹謗中傷や信憑性のない噂の流布等、様々なトラブ

ルの原因になっています。ご家庭でも、是非、お子様の使用方法に注意を払い、ルールづくりをしていただきたいと思います。 

＜釧路地区吹奏楽コンクール＞ 

7 月 30 日（土）に、吹奏楽部がコーチャンフォー釧路文

化ホールで開催された「釧路地区吹奏楽コンクール」に出場

しました。C編成の部で『マードックからの最後の手紙』を

演奏し、銀賞を受賞しました。 

9 月 19 日（月）には、北陽高校吹奏楽局演奏会を本校体

育館で実施し、併せて部員との交流を行います。また、24（土）

の文化祭でも吹奏楽部の演奏があります。 

＜全道中体連出場＞ 

＜ソフトテニス部＞  7月 29日～31日（北見市） 

村上  楓・三田村悠音 ペア ベスト 8進出 

下谷 流唯・宮田 凌佑 ペア 出場 

＜柔道＞  7月 28日～31日（稚内市） 

今野 碧已 準優勝    小泉 真咲 出場 

＜バレーボール（釧路連合）＞  8月 2日～4日（伊達市） 

藤田 煌生 出場 


